
資料番号：理事会 2016-1-1 
平成 28 年 8 月 27 日 

2016 年度第１回湖鳥会理事会議案 
 
日時：2016 年 8 月 27 日（土）16:00-18:00 
場所：鳥取大学地域学部サテライトキャンパス SAKAE401（鳥取市栄町 401 本通ビル 3 階） 
 
報告事項 
１．2014 年度第 1 回湖鳥会理事会議事録（理事会 2016-1-2） 
２．2015 年度活動報告（理事会 2016-1-3） 
３．2014 年度，2015 年度各期役員について（理事会 2016-1-4） 
４．2015 年度会計報告（理事会 2016-1-5） 
５．その他 
 
審議事項 
１．2016 年度理事会役員について（理事会 2016-1-6） 
２．工学部 50 周年記念事業の寄付について（理事会 2016-1-7） 
３．2016 年度の活動について（理事会 2016-1-8） 
４．2016 年度予算案（理事会 2016-1-9） 
５．湖鳥会の今後の活動について（理事会 2016-1-10） 
６．その他 
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理事会 2016-1-2 
平成 27 年 2 月 17 日 

2014 年度第１回湖鳥会理事会議事録 
 

日⛬：2015 年 2 月 6 日� 19:00-20:30 
場所：鳥取大学ᗈ報ࢭン2࣮ࢱ 階ス࣮࣌ス C 
ฟᖍ：役員４ྡ，湖会ᖿ事１ྡ 
 
審議事項 
１．湖鳥会ཬࡧ湖会（▱⬟報工学⛉ྠ❆会）のྜేについて 

湖鳥会会๎ኚ᭦にࡀేྜࡿࡼᢎㄆࡓࢀࡉ． 
２．ྜేス࣮ࣗࢪࢣル 

ୗ記ス࣮ࣗࢪࢣルࡀᢎㄆࡓࢀࡉ． 
(1) ３月１４日（土）：湖鳥会⥲会（15:00-:⥲会(工学◊✲⛉大ㅮ⩏ᐊ), 17:00-:᠓ぶ会） 
(2) ４月１日（Ỉ）：ྡ⛠ኚ᭦，（௬）㟁Ẽ報⣔学⛉ྠ❆会Ⓨ㊊ 
(3) ４月௨㝆：2015 年度第 1 回理事会 

３．ྠ❆会ྡ⛠について 
ୗ記ྡ⛠のኚ᭦ཬࡧ通⛠ࡀᢎㄆࡓࢀࡉ． 
࣭ྡ⛠：鳥取大学工学部㟁Ẽ報⣔学⛉ྠ❆会 
࣭通⛠：湖鳥会 

４．会計（資⏘⛣⾜，ධ会㔠➼）について 
会計についてୗ記ࡀᢎㄆࡓࢀࡉ． 
࣭2015 年 3 月ᮎࡣ࡛ࡲ各ྠ❆会࡛⟶理ࡿࡍ．湖会の資⏘ࢆ 4 月 1 日付࡛湖鳥会会計ࡳ⤌ධࡿࢀ． 
࣭ධ会㔠：࡛ࡲࢀࡇ通ࡾ༞業，ಟ時期に 1 ே 5,000 ࢆᚩࡿࡍ． 

５．役員について 
ୗ記ࡀᢎㄆࡓࢀࡉ． 
࣭会㛗：ྜྷ⏣Ặࡀ␃௵ 
࣭会㛗ࡣᪧ湖鳥会ࡽ 1 ྡ，ᪧ湖会ࡽ 1 ྡ㑅ฟ． 
� ࣭ᕝ➃Ặ：␃௵（ᮾி大ྠ❆会（予ᐃ）ࢆᢸᙜ）．� ᏳᮌẶ，㇋⏣Ặ：会㛗㏥௵，理事ᑵ௵ 
࣭┘事ࡣᪧ湖鳥会ࡽ 1 ྡ，ᪧ湖会ࡽ 1 ྡ． 
� ࣭ᯇᒸẶ：␃௵．� ୖẶ：┘事，理事の㏥௵ 
�  ．ᰝにኚ᭦┘ࡽ事┘ࢆ⛠ྡ࣭
࣭ᖿ事ࡣ㟁Ẽ報⣔学⛉の๓㌟学⛉ฟ㌟のᩍ員（学ෆᖿ事）୪ࡧに 
ᪧ各ྠ❆会ᖿ事の␃௵． 

࣭各期༞業⏕௦⾲ࡋて各期役員ࢆタ⨨ࡿࡍ． 
各期௦⾲ไ度ࡀไᐃࡿࢀࡉ๓の 2006 年度௨๓についてࡉࡣのࡗࡰて௵࡞ࡋい． 

６．会๎ኚ᭦について 
学⛉ྡ⛠ኚ᭦にక࠺会๎ኚ᭦ࡀ࡞ᢎㄆࡓࢀࡉ．ኚ᭦事項ูࡣ࡞⣬ཧ↷． 

㸵．≉ู会計について 
≉ู会計ࢆゎᾘࡋ，୍⯡会計に⤌ࡳධࡀࡇࡿࢀᢎㄆࡓࢀࡉ． 
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理事会 2016-1-2 
報告事項 
１．今後の活動 

࣭4 月௨㝆：会報Ⓨ⾜ 
࣭工学部５㸮周年記念事業༠ຊ 

２．その他 
� � ࣭今後ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍の᭦᪂ࢆ㢖⦾に⾜࠺． 
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資料番号：理事会 2016-1-3 
 

2015 年度活動報告 
 
 
１．ධ会ᡭ⥆ཬࡧ各期役員㑅ฟ 

学ෆᖿ事ᢸᙜ：➲ᒸ，➲㛫，大ᮌ 
ධ会≧ἣ： 
学部� � � 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学⛉༞業⏕� � ５㸵ྡ 

� � � � � � ▱⬟報工学⛉༞業⏕� � ４㸶ྡ 
� ༤ኈ๓期� 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学࣮ࢥス� � � ３㸮ྡ 
� � � � � � ▱⬟報工学࣮ࢥス� � � � ２ྡ 
� ྜ計� � � � � � � � � � � � � � １３㸵ྡ 

 
 ᭦᪂ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍．２

学ෆᖿ事ᢸᙜ：➲ᒸ 
 
３．事ົฎ理（会計➼） 

学ෆᖿ事ᢸᙜ：➲ᒸ 
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資料番号：理事会 2016-1-4 
 

各期役員（༞業⏕௦⾲⪅）୍ぴ 
 

2012ە 年度ධ学（2015 年度༞業⏕）௦⾲⪅ 
୕ዲ� 㞝ஓ（第 24 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
市ᶫ� � ⩼（第 24 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
㧗ᒣ� 㞙㍜（第 24 回▱⬟） 
ඵᮌ� Ⰻኴ（第 24 回▱⬟） 
 
2011ە 年度ධ学（2014 年度༞業⏕）௦⾲⪅ 
㟷ᮌ� ᬛᏹ（第 23 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
᭹部� 㞞ྐ（第 23 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
୰ᕝ� ๛Ẏ（第 23 回▱⬟） 
⃝⏣� ᣅஓ（第 23 回▱⬟） 
 
2010ە 年度ධ学（2013 年度༞業⏕）௦⾲⪅ 
ୖ� ᾴኴ（第 22 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
⏿ᒣ� 㐍ஓ（第 22 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
 
2009ە 年度ධ学（2012 年度༞業⏕）௦⾲⪅ 
ᶓ⏣� ⍛୕㑻（第 21 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
本ᒣ� 㐩ஓ� （第 21 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
 
2008ە 年度ධ学（2011 年度༞業⏕）௦⾲⪅ 
᳃ᒣ� ᣅὒ（第 20 回㟁Ẽ㟁Ꮚ）�  
⛅ᒣ� ❶㞞（第 20 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
 
2007ە 年度ධ学（2010 年度༞業⏕）௦⾲⪅ 
Ᏻ⏣� ᆂభ（第 19 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
๓ᓥ� 㝯அ（第 19 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
 
2006ە 年度ධ学（2009 年度༞業⏕）௦⾲⪅ 
⏣୰� 㞙ே（第 18 回㟁Ẽ㟁Ꮚ）�  
୕⏣� � ╬（第 18 回㟁Ẽ㟁Ꮚ）�  
 
2005ە 年度ධ学（2008 年度༞業⏕） 
ぢ� ᑦஂ（第 17 回㟁Ẽ㟁Ꮚ）�  
⏣୰� � （第 17 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
 

2004ە 年度ධ学（2007 年度༞業⏕）௦⾲⪅ 
Ἑ㔝� � ග（第 16 回㟁Ẽ㟁Ꮚ）�  
✄ᇉ� 㞝（第 16 回㟁Ẽ㟁Ꮚ） 
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資料番号：理事会 2016-1-6 

湖鳥会理事会役員一覧 

                        

１．ᖿ事ཬࡧ理事のᑵ௵，㏥௵について�

࣭ᑵ௵�

࠙ᖿ� 事ࠚ� � ྜྷᮧ�ᏹ⣖� （第１回▱⬟）�

࠙理� 事ࠚ� � ᑠᯘ�┒୍㑻（第１４回㟁Ꮚ）�

࣭㏥௵ᕼᮃ（ಖ␃）�

࠙理� 事ࠚ� � ⸨�™ኈ� （第１回㟁Ẽ）�

�

２．���� 年度理事会役員（案）�

࠙会� 㛗ࠚ� ྜྷ⏣�⾜� （第４回㟁Ẽ）�

࠙会㛗ࠚ� � ᕝ➃�ဴ⏨� （第２回㟁Ẽ）�

� � � � � � � ᇽ๓�㟹ᙪ� （第㸵回▱⬟）�

࠙┘� ᰝࠚ� � ᯇᒸ�Ⰻ᫂� （第１回㟁Ẽ）�

� � � � � � � Ᏻ⸨�Ὀṇ� （第２㸮回▱⬟）�

࠙ᖿ� 事ࠚ� � ຍ⣡�ᑦஅ� （第１㸵回㟁Ẽ）�

ᓊ⏣�ᝅ� � （第４回㟁Ꮚ）�

ᕝ�㞞ᙪ� （第３回㟁Ꮚ）�

⏣୰�ሀኴ㑻（第㸵回㟁Ꮚ）�

⸨ᮧ�႐ஂ㑻（第１４回㟁Ꮚ）�

すᾆ�㡰୍� （第１５回㟁Ꮚ）�

᭷ᒸ�ṇⓏ� （第１㸵回㟁Ꮚ）�

大ᮌ�ㄔ� � （第１㸶回㟁Ẽ）�

Ᏻᮾ�ᏕṆ� （第３回㟁Ẽ）�

➲ᒸ�┤ே� （第１㸮回㟁Ẽ㟁Ꮚ）�

ྜྷᮧ�ᏹ⣖� （第１回▱⬟）�

➲㛫�ಇᙪ� （第３回▱⬟）�

࠙理� 事ࠚ� � ⸨�™ኈ� （第１回㟁Ẽ）ࠕಖ␃ࠖ�

ᯇ本�ኵ� （第２回㟁Ẽ）�

Ᏻᮌ�⚽᫂� （第３回㟁Ẽ）�

ዟ⏣�ᇶ� （第４回㟁Ẽ）�

ᒣୗ�ᨻ⨾� （第４回㟁Ẽ）�

▼⏣�⩏๎� （第５回㟁Ẽ）�

⏿� �༤㐨� （第５回㟁Ẽ）�

ᕝୖ�Ꮥᚿ� （第６回㟁Ẽ）�

῝⏣�ဴྖ� （第６回㟁Ẽ）�
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ཎ⏣�ගኵ� （第㸵回㟁Ẽ）�

ΎỈ�ᜨ� � （第㸷回㟁Ẽ）�

ᐑ⬥�୍ᙪ� （第㸷回㟁Ẽ）�

大㈡�ᫀ� （第１㸮回㟁Ẽ）�

⾲� �๎ኵ� （第１３回㟁Ẽ）�

ᓊ⏣�㐩� （第１４回㟁Ẽ）�

➉ෆ�ඞᚨ� （第１４回㟁Ẽ）�

ྜྷ⏣�Ύ� （第１５回㟁Ẽ）�

⡿ᮧ�ᖾ㞝� （第１６回㟁Ẽ）�

㔛� �成� （第１㸵回㟁Ẽ）�

ᒣ᪉�⚽๎� （第１㸵回㟁Ẽ）�

❧ⰼ�� （第１㸶回㟁Ẽ）�

ᒣ᰿�୍༤� （第１㸶回㟁Ẽ）�

ཎ� �㞞ே� （第１㸷回㟁Ẽ）�

㇋⏣�㡰୍� （第１回㟁Ꮚ）�

ᮧୖ�༤� � （第１回㟁Ꮚ）�

ᑎ㇂�ⱱᶞ� （第３回㟁Ꮚ）�

ᰩ本�ಖኵ� （第５回㟁Ꮚ）�

ᒣ᰿�ᖿோ� （第６回㟁Ꮚ）�

ᒸ本�බኵ� （第㸶回㟁Ꮚ）�

Ἑཎ�ᏹஅ� （第㸶回㟁Ꮚ）�

᱓⏣�Ꮥ᫂� （第㸶回㟁Ꮚ）�

ᒸᇉ�ග๎� （第㸷回㟁Ꮚ）�

ཎᕝ�⸨ኵ� （第１㸮回㟁Ꮚ）�

୕ᮌ�බಖ� （第１１回㟁Ꮚ）�

᳝ᮌ�ṇᩄ� （第１２回㟁Ꮚ）�

すᮧ�� � （第１３回㟁Ꮚ）�

ᑠᯘ�┒୍㑻（第１４回㟁Ꮚ）�

⚟ᓥ�῟� � （第１４回㟁Ꮚ）�

ᮧୖ�ㄔ� � （第１㸶回㟁Ꮚ）�

ྜྷ⏣�ᖿஓ� （第５回▱⬟）�

⋢ᕝ�⿱ᗣ� （第㸶回▱⬟）�

㸨ཧ⪃�

࠙㢳� ၥࠚ� � 㮖ぢ�⫱ு� （第１回㟁Ẽ）�

� � � � � � � Ⳣཎ�୍Ꮝ� （㟁Ẽ報⣔学⛉㛗）�

（ᩗ⛠␎）�
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50th
Anniversary
Faculty of Engineering
Tottori University

　鳥取大学工学部は昭和40年（1965年）4月に山陰地方初の工学部として創立され、平成27年（2015年）
に創立 50 周年を迎えます。この半世紀の間、鳥取大学工学部の教育・研究に対し、温かいご理解とご支
援を賜り、深く感謝申し上げます。
　私たちは、これまでの半世紀にわたる研究実績のもと教育・研究の発展・充実に努め、次の 50 年先
には、さらに進化した鳥取大学工学部として創立 100 周年を迎える所存でございます。研究面では、次
世代の多様な社会ニーズへの対応に向けた新たな学術分野として、医工学、農工学、地域工学などの融
合型研究を展開し、多くの世界的な研究成果を創出することにより産業界の発展に貢献してまいりま
す。また、教育面では、今後とも技術者養成教育の量と質の向上化を図るとともに、鳥取大学工学部から
次の世代を担う、世界で活躍できるグローバルマインドを持った優秀な工学系人材の輩出を継続的に
実践遂行することを目標に邁進する所存でございます。
　現在、鳥取大学では国外の大学における短期語学研修や長期の海外研修派遣、さらには数ヶ月～１年
の研究研修プログラムといった海外派遣制度を設け、グローバル教育の機会を学生に提供してきてい
ます。工学部の学生の参加人数は年々増加してきていますが、それでも奨学制度の制限から年間で 40
名程度が現状であります。これらの海外派遣制度は全ての学生に参加機会が与えられるべきものです
が、公的機関からの奨学制度には限界があります。
　この度の皆様からの募金による「工学部育英基金」は、グローバル教育としての海外派遣のための経
済的支援制度をできる限り多くの鳥取大学工学部の学生に提供することを目的としています。また、科
学立国としての我が国の工学分野では、高度専門教育のもとで医工学、農工学、地域工学など融合型研
究を通じて多分野横断的視野とテクノロジーを実践的に駆使できる博士後期課程の学生への社会ニー
ズも大いにあります。現在、本学部博士前期課程の修了生においては経済面を理由に博士後期課程への
進学を断念し、就職する者が毎年のようにおります。「工学部育英基金」は、そのような学生の博士後期
課程就学支援としても活用させて頂きます。なお、皆様からの募金の一部は 50 周年記念誌発行や記念
式典等にも使用させて頂く予定です。
　関係の皆様におかれましては、厳しい経済状況の折り誠に恐縮に存じますが、「工学部育英基金」の趣
旨をご理解、ご賛同いただき、格別のご支援とご協力を賜りますよう、衷心よりお願い申し上げます。
　平成 26 年 11 月吉日

　鳥取大学工学部は、昭和40年代当初に機械工学科、電気工学科、工業化学科、土木工
学科の4学科で発足しました。その後大学院修士課程の新設、学科の増設、大幅な学科
の発展的改組、そして大学院博士課程の新設を行い、平成7年には現在の機械工学科、
知能情報工学科、電気電子工学科、物質工学科、生物応用工学科、土木工学科、社会開発
システム工学科、応用数理工学科の8学科体制となり、学部学生定員合計450名、博士前
期課程学生定員153名、博士後期課程学生定員21名を有する規模となりました。学部学
生、博士前期課程・後期課程の大学院生を合わせ、この半世紀で約2万人の卒業生・修
了生が鳥取県をはじめ日本全国及び世界に巣立っており、工学系の様々な分野での中核
的人材として活躍しています。
　本学部の強みは、昨年度に文科省の指導のもとで全国国立大学法人における工学分
野のミッション再定義で確認された、「伝統的工学と他の学問分野の成果を課題解決の
ため融合利用する総合学としての工学教育を実施している」ことと、「附属の5つのセ
ンターを有する」ことです。すなわち、教育面では従来の伝統的工学分野に立脚しつつ、
時代のニーズに即した幅広い工学系人材養成を強力に推し進めてきています。一方、研
究面では、「ものづくり教育実践センター」、「電子ディスプレイ研究センター」、「地域安
全工学センター」、「グリーン・サスティナブル・ケミストリー研究センター」、「先端融
合研究センター」が多岐多様にわたる工学系分野の中心的研究を担っています。
　平成27年 4月1日には、本学部のミッションの強みを十二分に活かし、激変する時代
のニーズや社会の要請にさらにタイムリーに応えるため、現在の８学科を再編成し、次
世代の工学系人材が養成できる新しい機械物理系学科（定員115名）、電気情報系学科
（定員125名）、化学バイオ系学科（定員100名）、社会システム土木系学科（定員110名）
という４学科に刷新します。この学科再編のキャッチフレーズは、「未来の工学（研究）、
わかる工学（教育）、役立つ工学（実践）」です。

鳥取大学工学部創立 50 周年記念事業委員会委員長
鳥取大学工学部長／大学院工学研究科長

河 田　康 志（発起人代表）

〈写真上〉昭和 46 年当時の工学部棟建設風景
〈写真下〉現在の工学部棟

50t h  Anni ver sa r y     Facu l t y  o f  Eng ineer ing  Tot t or i  Un i ver s i t y

鳥取大学工学部 創立 50 周年記念事業

鳥取大学工学部 50 年の歩み

「工学部育英基金」募金趣意書

募集期間
平成26年12月～
平成28年3月末

募金の名称／「鳥取大学工学部育英基金」
募金目標額／ 7,000 万円
募　金　額／（１）個人の場合　一口　5千円
　　　　　　（２）法人の場合　一口 10万円

※できましたら複数口のご協力をお願い申し上げます。また、
　一口未満のご寄附もありがたく拝受いたします。

顕　　　彰／ご寄附を賜りました方は、芳名録を作成し末永くとどめさせて
いただきますとともに、ご承諾をいただければホームページにご芳名、法人名等
を掲載、また、ご寄附の額に応じて次の顕彰等をさせていただきます。

● 50周年記念誌の贈呈（寄附金額が、個人2万円以上、法人10万円以上）
● ご芳名、法人名等を刻印した銘板を作成し、工学部構内に顕彰
  （寄附金額が、個人5万円以上、法人50万円以上）

募金方法、税制上の優遇措置を含めて、下記の鳥取大学工学部創立 50周年記念事業ホームページに掲載しています。
是非一度、ご覧下さいますようお願い申し上げます。　 http://eng.tottori-u.ac.jp/

理事会2016-1-7 
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資料番号：理事会 2016-1-8 
 

2016 年度湖鳥会活動予ᐃ 
 
１．ᗈ報ㄅⓎ⾜ 

学ෆᖿ事ᢸᙜ：大ᮌ，➲㛫 
 

２．活ᛶのࡵࡓの᳨ウ 
学ෆᖿ事ᢸᙜ：ᓊ⏣，➲ᒸ，ྜྷᮧ 

 
３．ධ会ᡭ⥆ཬࡧ各期役員㑅ฟ 

学ෆᖿ事ᢸᙜ：➲ᒸ，➲㛫，大ᮌ 
 
 ᭦᪂ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍．４

学ෆᖿ事ᢸᙜ：➲ᒸ 
 
５．事ົฎ理（会計➼） 

学ෆᖿ事ᢸᙜ：➲ᒸ 
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資料番号：理事会 2016-1-10 
 

湖鳥会の今後の活動について 
 
 
࣭活動案（） 

࣭༞業後 20 周年ྠ❆会㛤ദᨭ活動（ᶓの⧅ࡾࡀ） 
 
࣭理事会㛤ദ日⛬のᅛᐃ：ẖ年 6 月第 3 土᭙日（⦪の⧅ࡾࡀ） 
 
࣭⥲会ᐃ㛤ദ：㝸年㹼ᩘ年に୍度 9 月第 4 土᭙日（⦪の⧅ࡾࡀ） 

 
࣭⌧役学⏕のᨭ（ᑗ᮶のྠ❆会活ᛶのࡵࡓ） 
� ࣭ᑵ⫋活動ᨭ 
� ࣭᪂ධ⏕Ḽ㏄会ദ 
 
࣭事ົ⿵బ員㞠⏝ 
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